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結 婚 相 談

配偶者をおさがしの方はご相談

ください。相談日は、日・木曜日

・祝祭日を除く毎日。午前9時～

午後4 時。土曜日は午前11時まで

区役所1 階区民相談室。

明
る
く
元
気
な
子
ど
も
に

遊
び
場
と
親
子
体
操

都
内
に
お
け
る
子
ど
も
の
遊
ぴ
場
の
不
足
は
、
い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
に
よ
る
幼

児
の
死
亡
率
の
増
加
、
体
格
の
向
上
に
伴
わ
な
い
体
力
の
低
下
な
ど
、
子
ど
も
の
生
活
環
境
は
必
ず
し
も
満
足
な
状
態
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
年
度
を
迎
え
て
、
区
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
事
故
防
止
、
健
康
増
進
の
た
め
に
と
、
次
の
よ
う
な
施
策
を

と
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

空
い
て
い
る
土
地
を

遊
び
場
に

い
ま
、
子
ど
も
の
い
る
ご
家
庭
で
は

安
心
し
て
遊
ば
せ
る
場
所
が
足
り
な
く

て
、
因
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
区
で
は
、
早
く

か
ら
公
園
・
児
童
遊
圜
な
ど
、
住
み
よ

い
生
卮
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
遊
ひ
場
の
必
要
な
住
宅

密
集
地
域
ほ
ど
、
用
地
の
入
手
が
む
ず

か
し
い
た
め
、
そ
の
必
要
面
積
を
思
う

よ
う
に
ふ
や
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
公
園
、
児
童
遊
圜
の
繍

助
的
施
設
と
し
て
、
佃
人
の
空
地
を
刹

用
し
た
「
チ
ビ
'
コ
砂
場
」
を
設
け
{
}

り
、
「
学
校
間
慇

な
ど
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
の
四
月
か
ら
「
子
ど
も
の

広
場
」
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
「
子
ど
も
の
広
場
」
と
は
、
区

民
の
み
な
さ
ん
が
お
持
ち
の
空
地
(
汰

閑
地
)
を
、
二
年
以

上
遊
ぴ
場
と
し
て
開

放
し
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

ご
提
供
さ
れ
た
方
へ

は
、
補
助
金
を
交
付

し
た
り
、
固
定
賢
産

税
の
減
免
な
ど
の
特

典
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。

そ
の
お
も
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
、

お
願
い
し
ま
す
。

補
助
金
交
付
の
条
件

( 1)
(
三
十
坪
)

以
上
あ
る

( 2)

無
償
で
解
放
で
き
、
土
地
所
有
者
の

承
認
が
あ
る

( 3)

最
低
二
年
以
上
解
放
で
き
る

( 4)
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
運
営
管
理
か

で
き
る

( 5)

原
則
と
し
て
、
公
園
、
児
童
遊
園
等

か
ら
、
二
百
五
十
㍍
以
上
の
距
離
が

あ
る

補
助
の
対
象
者

地
域
の
人
た
ち
(
父
母
・
児
竃
委
員

・
町
会
自
冶
会
員
な
ど
ぞ

、青
少
年

の
健
全
育
成
に
理
解
の
あ
る
方
五
人

以
上
で
構
成
す
る
「
管
理
委
員
会
」

補
助
金
の
額

( 1)

般
備
費
の
補
助
金
-
遊
具
の
設
置
に

要
す
る
経
費
で
、
広
場
の
面
積
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
(
上
の
表
)

( 2)
運
営
費
の
補
助
会
-
広
場
の
運
営
管

理
に
必
要
な
経
費
で
、
そ
の
面
積
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
(
上
の
表
)

( 3)
賠
償
責
任
保
険
加
入
の
補
助
金
-
広

場
内
で
の
偶
発
的
な
事
故
に
備
え
て

管
理
者
が
、
傷
害
保
険
に
加
入
す
る

場
合
の
補
助
。
施
設
面
積
三
・
三
平

方
㍍
当
り
十
円
を
補
助
。

固
定
資
産
税
の
減
免

広
場
と
し
て
開
放
し
た
場
合
は
、
そ

の
期
間
中
だ
け
、
固
定
資
産
税
に
っ

い
て
、
都
に
咸
免
の
申
請
が
で
き
ま

す
。

申
請
手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

区
教
育
委
員
会
青
少
年
係

区で遊具を提供した空地( 栗原町)

親
と
子
の
体
操
教
室

丈
夫
な
か
ら
だ
は
三
歳
か
ら

最
近
あ
る
新
聞
に
載
っ
た
「
ぞ
う

き
ん
を
絞
れ
ぬ
現
代
っ
子
」
と
い
う
記

事
に
よ
り
ま
す
と
、
学
校
で
の
溝
掃
時

間
に
、
ぞ
う
き
ん
を
き
ち
ん
と
絞
れ
な

い
子
弋
懸
垂
(
け
ん
す
い
)
が
で
き

ず
に
鉄
棒
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
り
す

る
子
が
、
か
な
り
い
る
そ
う
で
す
。

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
は
?
、
そ
し
て

あ
な
た
ご
自
身
は
・・・
。

そ
こ
で
、
区
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
の
発
育
上
、
た
い
せ
つ
な
時
期
に

あ
る
三
歳
児
を
対
象
に
し
た
、
子
ど
も

と
親
の
体
操
教
室
を
、
次
の
よ
う
に
開

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
体
操
は
、
手
近
に
あ
る
い
す
や

ひ
も
な
ど
を
利
用
し
、
音
楽
に
合
わ
廿

な
が
ら
運
励
能
力
を
高
め
、
想
像
力
や

表
現
力
を
養
う
、
楽
し
い
体
操
で
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間―
昭
和
四
十
七
年
五
月
{

二
日～
昭
和
四
十
(
年
三
月
二
十
一
晋

ま
で
の
各
金
曜
日
(
延
三
十
日
間
)
、

A
・
B
二
組
に
分
け
て
実
施

時
間
―
A
組
・・・
午
前
十
時
～
十
時
五

十
分
B

岨
・・・午
前
十
一
時
～
十
一
睹

五
十
分

会
場
1
足
立
区
体
育
館
(
中
央
本
酊

一
丁
目
一
七
-
二
交
通
機
関―
都
・

東
武
バ
ス
「
体
育
館
前
」
下
準
/
東
武

電
車
「
梅
島
駅
」
下
準
徒
歩
十
分
)
　
　

八
八
六
上
(
○
一
三

参
加
対
象
-
足
立
区
に
住
み
、
次
に
該

当
す
る
方

A
組
―
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
～

十
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
と

そ
の
親

B
組―
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
日

～
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児
と
そ
の
親

講
師―
東
京
美
容
体
録
ク
ラ
ブ
(
N

H
K
テ
レ
ビ
体
操
出
演
)
望
月
美
恵

子
氏
ほ
か
二
名

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ―
直
接
受
付

窓
口
か
、
ま
た
は
、
往
復
は
が
き
に
親
子

の
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
(
一
話
)

を
書
き
、
次
へ
。

区
教
育
委
員
会
体
育
課
(
〒
匸
一
(
い
　

足
立
区
千
住
一
丁
目
五
〇
)

八
八
二
-
一
一
一
一
(
代
)

定
員
(
A
・
B
組
と
も
各
七
十
組
)

に
な
り
し
だ
い
締
切
(
参
加
無
料
)

※
参
加
者
は
、
親
子
と
も
運
動
し
や
す

い
服
そ
う
で
運
動
靴
を
ご
用
意
く
だ
f
t

い
。

新
橋
グ
ラ
ン
ド
を
整
備

従
来
の
新
橋
グ
ラ
ン
ド
は
、
表
面
に

砂
利
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
怪
我
を
し
や

す
い
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
荒
川
の
水

か
さ
が
ふ
え
る
と
水
か
グ
ラ
ン
ド
に
入

り
込
ん
で
便
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

そ
の
た
め
区
で
は
、
質
の
よ
い
土
を

グ
ラ
ン
ド
の
上
に
か
ぶ
せ
た
り
、
ま
わ

り
の
土
盛
り
を
高
く
し
て
、
四
月
十
五

日
か
ら
貸
出
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
道
四
号
線
拡
幅
に
と
も
な

う
千
住
新
橋
架
股
と
荒
川
堤
防
拡
幅
の

た
め
、
グ
ラ
ン
ド
面
積
が
狭
く
な
り
、

ご
利
用
い
た
だ
く
面
数
が
次
の
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

▽
千
住
新
橋
　
八
面
が
六
面
に

▽
千
住
高
砂
　

四
面
が
二
面
に

▽
五
反
野
　

五
面
が
三
面
に

善
行
者
ほ
う
賞

人
名
救
助
な
ど
で
十
五
名
に

区
で
は
、区
民
み
な
さ
ま
の
申
か
ら
、

人
命
救
助
亭
社
会
奉
仕
な
ど
で
社
会
を

明
る
く
し
た
方
が
た
を
、
毎
年
表
彰
し

て
い
ま
す
が
、
四
十
六
年
度
の
表
彰
が

四
月
十
九
日
、
午
前
十
一
時
か
ら
区
役

所
七
階
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
た
ち
の
中
に
は
、
重
症
の
小

児
マ
ヒ
後
遺
症
で
歩
け
な
い
級
友
の
学

校
生
活
を
助
け
て
い
る
、
や
さ
し
い
生

徒
た
ち
も
お
り
ま
す
。
と
も
す
れ
ば
、

暗
く
な
り
が
ち
な
生
活
を
、
ど
ん
な
に

明
る
く
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
思
い
や
り
、
親
切
心
の

あ
る
行
為
は
、
い
つ
の
世
で
も
失
い
た

く
な
い
も
の
で
す
。
　

今
回
、
ほ
う
賞
を
受
け
た
方
が
た
は

次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

〔
人
命
救
助
〕
谷
古
宇
仙
蔵
(
竹

の
I
(
丁
目
ニ
ニ―
ニ
)
久
保
昭
治
　
(

栗
原
町
四
六
九
)
上
原
憲
二
(
西

斯
井
二
丁
目
二
〇
一
一
)
堆
朱
俊
文
　
(

西
新
井
五
丁
目
一
九
1
五
)

〔
火
災
の
初
期
消
火
〕
鶴
巻
岩
雄

(
千
住
大
川
町
四
六―
四
)
　
本
多
武

良
男
(
千
住
柳
町
三
四
-
一
〇
)

〔
友
愛
〕
遠
山
幸
江
(
竹
の
塚
六

丁
目
六
-
一
上
(
I
(
)
　
佐
山
雅
子
　
(

伊
興
町
大
戔
一
六
五
七
-
七
)

〔
青
少
年
健
全
育
成
〕
佐
久
間
和

夫
(
花
畑
町
二
九
(
(
)

〔
社
会
奉
仕
〕
半
沢
広
(
六
月
二

丁
目
(―
二
七
)
　
宮
崎
煕
(
西
新
井

二
丁
目
三―
一
〒
三
〇
五
)
　
久
保
田

正
三
(
保
木
関
町
ご
I
〇
一
)

〔
交
通
安
全
〕
磯
貝
慎
一
(
千
住

河
原
町
四
)

〔
施
設
慰
問
〕
布
施
ゆ
き
子
(
千

住
仲
町
六
七
)

〔
孝
行
〕
田
嶋
登
茂
子
(
千
住
寿

町
六
上
(
)

あ
な
た
の
声
を
区
政
に

区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

足
立
区
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
度

か
ら
新
し
く
区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
常
生
活
か
ら
に
じ
み

出
る
区
民
の
声
を
区
政
に
反
映
さ
せ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
を
希
望
す
る
方
は
左
の

事
項
を
お
読
み
に
な
っ

て
、区
役
所
企
画
室
広
報

担
当
へ
、(
ガ
キ
ま
た
は

電
話
で
直
接
モ
ニ
タ
ー
申

込
書
を
謂
求
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

区
政
モ
ニ
タ
ー
に
は
次
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

イ
、
区
が
依
頼
す
る
「
モ
ニ
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
回
答
す
る

ロ
、
区
政
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議
等

に
出
席
す
る

ハ
、そ
の
他
区
で
依
頼
す
る
広
聴

業
務
に
協
力
す
る

二
、募
集
人
員
お
よ
び
任
期

募
集
人
員
は
五
十
名
で
す
。

任
期
は
、昭
和
四
十
七
年
六
月
一

日
か
ら
、昭
和
四
十
(
年
三
月
末
q

ま
で
の
十
か
月
間
で
す
。

三
、
応
募
で
き
る
方

次
の
条
件
を
満
た
す
方
に
限
り
ま

す
。イ

、
満
2
0歳
以
上
で
足
立
区
に
引

続
き
六
か
月
以
上
居
住
し
て
い

る
こ
と

ロ
、
足
立
区
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

ハ
、都
の
職
員
お
よ
び
各
区
市
町

村
の
職
員
で
な
い
こ
と

四
、謝
礼

ア
ン
ケ
ー
ト
一
回
に
つ
き
千
円
(

税
込
)
で
回
数
に
応
じ
て
支
払
い

ま
す
。

五
、
申
込
み
先

(
〒
一
二
〇
)
足
立
区

千
住
一
丁
目
五
〇
足
立
区

役
所
企
画
室
広
報
　
八
二
-
一

一
一
一

内
線
七
一
一
ヱ
エ

六
、
申
込
み
受
付
期
限

昭
和
四
十
七
年
五
月
十
日
(
金
)

七
、提
出
書
類

イ
、
区
政
モ
ニ
タ
ー

申
込
書

ロ
、
簡
単
な
応
募
作
文

公
害
防
止
を
強
化

防
止
条
例
・
施
行
規
則
を
改
正

去
る
一
月
に
、
東
京
都
公
害
防
止
条

例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

施
行
規
則
も
変
わ
り
、
四
月
一
日
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
改
正
の
お
も
な
点
〉

地
下
水
規
制
…
足
立
区
は
全
域
、
国

の
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
の
改
正
で
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

ほ
か
の
規
制
地
域
外
は
法
律
な
み
の
規

制
を
受
け
ま
す
。

振
動
基
準
…
隣
地
と
の
境
界
で
の
振

助
規
制
基
準
は
、
垂
直
振
励
で
、
住
居

地
域
は
昼
間
六
五
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
六

〇
デ
シ
ベ
ル
、
商
業
・
準
工
業
・
工
業

地
域
は
昼
間
七
〇
デ
シ
ベ
ル
、
夜
間
六

五
デ
シ
ベ
ル
。
水
平
方
向
の
振
助
規
制

基
準
は
垂
直
振
動
基
準
に
そ
れ
ぞ
れ
、

一
〇
デ
シ
ベ
ル
加
え
た
値
で
す
。実
態

調
蚕
に
よ
る
都
内
の
振
動
型
工
場
は
昼

間
で
平
均
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
夜
間
で

四
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
違
反
に
な
り
ま
す

の
で
、既
設
工
場
に
つ
い
て
は
一
年
(
鍛

造
工
場
は
三
年
)
実
施
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。大

気
・
水
質
基
準
…
大
気
の
規
準
は

昨
年
六
月
に
強
化
さ
れ
た
国
の
基
準
に

合
わ
せ
、大
幅
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

水
質
基
準
は
排
水
口
で
の
規
制
に
変
わ

っ
た
ほ
か
は
従
来
ど
お
り
で
す
。(
S

の
一
律
基
準
を
う
わ
ず
み
し
、従
来
の

基
準
ま
で
法
律
を
強
化
)

公
書
防
止
管
理
者
…
国
の
公
害
防
止

管
理
者
試
験
に
合
格
し
た
場
合
は
、
都

の
一
級
公
害
防
止
管
理
者
の
講
習
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
定
作
巣
場
…
指
定
作
業
場
に
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
、液
化
石
油
ス
タ
ン
ド
、

め
ん
類
製
造
場
、豆
腐
・
煮
豆
製
造
場
、

洗
た
く
施
設
の
あ
る
事
業
場
な
ど
か
迫

加
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
既
設
事
業
楊
は
五

月
末
日
ま
で
に
届
出
か
必
要
で
す
。

作
業
停
止
命
令
…
二

時
作
業
停
止
命

令
を
区
か
ら
も
出
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
他
の
規
制
…
工
場
や
指
定
作
業

場
の
粉
じ
ん
発
生
施
股
に
構
造
基
準

が
、
ま
た
有
害
ガ
ス
の
ホ
ル
ふ
ア
ル
デ

ヒ
ド
、
塩
素
に
規
制
基
準
が
そ
れ
ぞ
れ

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
公
害
課
へ

ど
う
ぞ
。

図書館・区民福祉センターだより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　
　
六
〇
五
1
七
一
〇
一

■
こ
ど
も
の
つ
ど
い
　
五
月
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

映
画
「
ホ
ル
ス
の
大
一

険
」
・
紙
芝
居
・
合
奏
・
コ
ー
ラ
ス

■
こ
ど
も
映
画
会
　
四
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
映

画
「北
風
の
く
れ
た
テ
ー
ブ
ル
か
け
」
ほ
か
五
月
五
、
日
(
金
)
午

前
十
時
三
十
分
・
午
後
一
時
三
十
分

映
画
「
冒
険「

ン
ス
と
不
思

議
な
小
ね
こ
た
ち
」

■
お
は
な
し
と
ス
ラ
イ
ド
　
四
月
二
十
二
日
(
土
)
「
く
わ
す
女
弓

ほ
か
五
月
十
三
日
(
土
)
『
か
っ
ぱ
の
カ
メ
』
ほ
か
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
三
時
'か
ら

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　
　
八
八
九
-
一
四
八
一

■
天
文
教
室
(
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
)
　
低
学
年
向
き
I
毎
週
水
・
金

曜
日
午
後
三
時

高
学
年
向
き
=
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時

■
こ
ど
も
映
画
会
　
四
月
二
十
三
日
(
日
)
…
海
底
少
年
マ
リ
ン
'

畑
の
中
の
虫
・
つ
る
の
す
ご
も
り
四
月
三
十
日
(
日
)
…
ど
う
ぶ

つ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ーナ
イ
カ
と
リ
ス
　
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一

時
三
十
分
と
三
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
上
一
　
　

八
九
七
-
五
〇
一
六

■
セ
ン
タ
ー
誕
生
会
　
四
月
三
十
日
(
日
)
午
前
十
時
―
わ
ら
べ
う

た
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ド
・
紙
芝
居

午
俊
1
1時
=
映
画
「
な
が
ぐ
つ
を

は
い
た
ね
こ
」

■
こ
ど
も
映
画
会
　
四
月
二
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時…
少
年
と
笛

・
お
じ
さ
ん
あ
り
が
と
う

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
三
四
-
一
　
　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
こ
ど
も
映
画
会
　
四
月
二
十
三
日
(
日
)
…
白
鳥
の
王
子
　
四
月

三
十
日
(
日
)
…
人
の
く
ら
し
百
万
年
・
ふ
く
す
け
・
海
ひ
こ
山
ひ

こ
　
時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
}
時
三
十
分

■
老
人
素
人
演
芸
大
会
　
四
月
二
十
七
日
(
木
)
午
前
十
一
時
一
(

十
歳
以
上
の
方
出
旗
申
込
み
は
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
(
当
日
は
`

風
呂
に
も
入
れ
ま
す
)

《
各
セ
ン
タ
―
と
も
月
曜
日
は
休
館
で
す
》

■
中
央
図
書
館

梅
田
七
丁
目
一
三
-
一
　

八
四
〇
-
四
六
四
六

▽
映
画
会
　
毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら

館
内
ホ
ー

ル

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

▽
第
十
回
郷
土
資
料
展
　
四
月
三
十
日
ま
で
旧
綾
漸
村
の
古
賢
科

・
吉
田
政
遊
氏
の
遺
作
「
千
住
の
絵
馬
」

■
千
住
図
書
館

千
住
竜
田
町
七
-
二

曹
(
八
一
-
一
九
九
四

▽
映
画
会
　
毎
週
日
曜
日
午
前
十
時
か
ら

■
宮
城
図
書
館

宮
城
一
丁
目
二
七
-
八

九
一
三
-
○
四
六
〇

▽
映
画
会
　
毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

▽
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

■
新
田
図
書
館

新
田
三
丁
目
一
四
-
一

九
一
二
-
一
七
六
七

▽
映
画
会
　
毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
二
時
か
ら

▽
レ
コ
―
ド
コ
ン
サ
ー
ト
　
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
正
午
か
ら
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家
庭

春
の
家
庭
園
芸

庭
の
少
な
く
な
っ
た
、
住
宅
難
時

代
で
も
、
さ
さ
や
か
な
家
庭
園
芸
を

楽
し
み
、
生
活
に
う
る
お
い
を
持
た

せ
た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
区
役
所
の
公

園
課
長
に
春
の
家
庭
園
芸
に
つ
い
て

き
い
て
み
ま
し
た
。

◎
団
地
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
窓
辺
や

ペ
ラ
ン
ダ
を
利
用
す
る
と
き
は
、
一

例
と
し
て
、
鉢
を
I
く
台
(
あ
り
合

わ
せ
の
も
の
、
木
製
で
沢
山
)
を
置

い
た
り
釣
り
鉢
を
か
け
ま
す
。
箱
の

底
は
ス
ノ
コ
に
し
て
水
を
や
っ
た
と

き
に
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
く

と
便
利
で
す
。

ま
た
一
隅
に
板
で
棚
を
作

り
。
草
花
を
植
え
た
鉢
を
お

く
の
も
一
つ
の
方
法
で
し
″

う
。土

は
、
草
花
用
な
ら
普
通

の
土
で
も
よ
く
。
粘
土
質
よ

り
も
い
く
ら
か
砂
質
の
方
が

よ
い
よ
う
で
す
。

○
狭
い
庭
で
も
場
所
を
決
め

て
、
ま
ず
三
〇～
六
〇
り
位

の
探
さ
に
、
ス
コ
'
ブ
で
土

を
振
り
起
こ
し
、
石
や
瓦
の

カ
ケ
ラ
な
ど
を
取
り
除
い
て
小
さ
な

花
壇
を
作
る
と
楽
し
い
も
の
で
す
。

回
り
に
は
、
玉
石
や
レ
ン
ガ
等
を

利
用
し
て
囲
い
を
作
り
、
申
の
土
が

ぐ
ず
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
石
の

か
わ
り
に
リ
ボ
ン
グ
ラ
ス
、
ア
ル
メ

リ
ヤ
、
芝
ざ
く
ら
等
を
便
え
ば
一
一

美
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
く
さ
つ

げ
、
た
ま
ひ
ば
、
つ
つ
じ
類
を
縁
取

り
に
使
っ
て
も
よ
い
で
し
″
う
。

○
草
花
の
種
を
ま
く
に
は
、
日
当
り

と
水
は
け
の
よ
い
場
所
に
苗
床
を
選

べ
れ
ば
都
合
か
よ
く
肥
料
は
油
粕
、

草
木
灰
を
少
々
混
ぜ
る
位
で
十
分
で

し
ょ
う
。

場
所
か
な
い
時
は
苗
床
の
か
わ
り

に
木
箱
(
み
か
ん
箱
や
り
ん
ご
箱
な

ど
を
利
用
す
る
。
深
さ
I
〇
セ
ン
チ

位
で
も
よ
い
)
に
土
を
入
れ
て
、
種

を
ま
く
よ
う
に
す
る
と
便
利
で
す
。

種
は
薄
く
ぱ
ら
ま
き
、
か
く
れ
る

程
度
に
土
を
か
ぷ
せ
、
そ
の
上
か
ら

細
目
の
じ
さ
つ
ろ
で
水
を
か
け
て
、

土
が
乾
か
ぬ
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

一
・
二
週
間
ぐ
ら
い
で
芽
が
出
ま
す

が
、
発
芽
し
て
本
葉
が
二
・
三
枚
出
た

こ
ろ
に
な
っ
た
ら
、
捌
り
取
っ
て
、
所

定
の
鉢
や
花
壇
に
植
え
か
え
ま
す
。

O
球
根
の
植
付
は
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

等
は
五～
一
〇
り
の
深
さ
、
カ
ン
ナ

や
ダ
リ
ヤ
は
I
〇
～

匸
一
り
位
の
深

さ
が
よ
い
で
し
き
つ
。
土
か
湿
っ
て

い
る
程
度
に
し
て
お
い
て
。
水
を
や

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

○
春
植
え
込
む
球
根
は
、
カ
ン
ナ
。

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
。
ダ
リ
ヤ
、
ゆ
り
等

が
あ
り
ま
す
。

○
春
に
ま
く
草
花
は
。
寒
さ
に
弱
く

暑
さ
に
丈
夫
な
一
年
草
と
、
幾
租
か

の
宿
根
草
で
す
。
パ
ン
ジ
ー

や
ア
リ
'

サ
ム
の
よ
う
に
、
秋
ま
き
の
草
花

を
春
に
ま
く
と
。
ま
だ
十
分
育
た
な

い
う
ち
に
参
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

○
タ
ネ
を
貿
う
に
は
、
い
ま
店
頭
に

並
ん
で
い
る
美
し
い
絵
袋
の
中
に

は
、
秋
ま
き
の
も
の
が
ま
じ
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
よ
く
聞
い
て

春
ま
き
の
も
の
を
買
う
こ
と
が
大

切
。
畏
く
日
に
さ
ら
さ
れ
る
と
。
夕

ネ
は
発
芽
し
な
く
な
り
ま
す
。
儻
用

の
お
け
る
会
社
名
や
マ
ー
ク
の
も
の

を
買
え
ば
安
心
で
し
ょ
う
。

芽の出るのが楽しみ( 上沼田都住)

家
計
簿
を
差
し
あ
げ
ま
す

い
ま
区
役
所
商
工
係
と
各
出
張
所

の
窓
口
で
。
貯
畜
増
強
中
央
委
員
会

作
製
の
家
計
簿
を
差
し
あ
げ
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
い
で
く
だ

さ
い
。

「
区
展
」
作
品
募
集

洋
画
・
彫
塑
・
書
道

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、
第
六
回

足
立
区
展
を
次
の
よ
う
に
闘
き
ま
す
の

で
。
そ
の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
期
間
　
洋
画
・
彫
里
の
都
-
五

月
二
十
九
日
(
月
)
ヱ
(
月
三
日
(
土
)

書
遭
の
部
上
(
月
五
日
(
月
)
～
十
日
　
(

土
)
午
前
九
時
～
午
後
六
時

会
場
　
区
役
所
(
本
庁
舎
)
七
階
　

応
募
賢
格
　
区
民
一
般
(
在
動
・
在

学
を
含
む
)

応
募
方
法
　
一
般
公
募

種
目
と
規
定
　
洋
画
・
彫
雄
は
一
名

三
点
以
内
と
し
、書
道
は
一
名
一
点
と

し
ま
す
。

(
1
)
洋
画
の
部
-
油
絵
・
水
彩
画
・
版

画
・
サ
イ
ズ
は
I
〇
〇
号
以
下
で
。
仮

緑
以
上
の
額
装
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

(
少
年
の
都
も
こ
れ
に
単
じ
ま
す
)
　

(
2
)
彫
塑
の
部

(
3
)
書
道
の
部
-
漢
字
・
か
な
・
調
和

体
・
前
衛
・
篆
刻
・
刻
字
〔一
般
の
都

は
表
装
ま
た
は
枠
彊
と
し
、仕
上
り
は

九
一
り
(
三
尺
)
×
一
(
二
り
(
六

尺
)
以
内
と
し
ま
す
。少
年
の
郎
(
中

学
生
以
下
)
は
半
切
と
し
て
、軸
ま
で

の
幅
が
四
七
り
(
一
尺
五
寸
五
分
)
、

長
さ
一
七
六
り
(
五
尺
(
寸
)
で
、仮

巻
以
上
と
し
ま
す
〕

搬
入
　
洋
画
・
彫
塑
-
五
月
二
十
七

日
(
土
)
午
前
九
時
～
午
後
七
時
一

遭
-
六
月
三
日
(
土
)
午
前
九
時
～
午

後
七
時

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、区
教

育
委
員
会
文
化
係
へ
ど
う
ぞ
。

東
京
都
公
害
防
止

管
理
者
講
習
会

公
害
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
工

場
は
、公
害
防
止
管
理
者
を
置
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
害
を
ふ
せ
ぐ
に

は
、
工
場
み
ず
か
ら
公
害
防
止
の
責
任

を
自
覚
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。都

で
は
、
次
の
と
お
り
講
習
を
行
な

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

□
爾
習
の
種
類
と
受
講
料

▽
一
級
公
害
防
止
管
理
者
資
格
講
習
　

二
〇
〇
〇
円

▽
二
級
公
害
防
止
管
理
者
一
般
講
習
　

二
六
〇
〇
円

▽
二
級
公
害
防
止
管
理
者
資
格
講
習
　

二
〇
〇
〇
円

▽
三
級
公
害
防
止
管
理
者
一
般
講
習
　

二
二
〇
〇
円

□
実
施
期
間
　
五
月
二
十
五
日
(
木
)
～

昭
和
四
十
(
年
二
月
十
五
只
木
)

□
会
場
　
板
橋
区
立
産
業
文
化
会
館
・

日
本
交
通
協
会
・
地
方
財
務
協
会
・

都
道
府
県
会
館
・
日
本
都
市
セ
ン
タ

ー
□
受
講
資
格
　
都
内
に
在
住
・
在
勤
(

近
く
動
務
予
定
を
含
ひ
)
の
方
で
、

四
月
一
日
現
在
済
二
十
歳
以
上
の
方

□
受
付
期
間
　
五
月
八
日
(
月
)
～
十

六
日
(
火
)
午
前
九
時
三
十
分
～
午

後
四
時
三
十
分
(
土
曜
日
は
正
午
ま

で
)

□
受
付
場
所
都
庁
第
二
本
庁
舎
一
階
　

第
ニ
ホ
ー
ル

□
受
講
願
書
の
交
付
場
所
　
都
公
害
局

一

・
区
役
所
公
客
課

問
い
合
わ
せ
は
、
都
公
書
局
規
制
指
4

都
指
導
諌
へ

ニ
-
四
-
七
四
一
一
内
線
二
(
六
～

七
目
の
不
自
由
な
方
に

「
声
の
お
知
ら
せ
」

四
月
か
ら
発
行

区
で
は
、
四
月
か
ら
視
力
障
害
の
方

を
対
象
に
「
声
の
お
知
ら
せ
」
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
録

音
テ
-
プ
に
、
区
の
行
事
な
ど
情
報
を

吹
き
込
ん
だ
も
の
で
、
目
が
不
自
由
で

活
字
の
読
め
な
い
方
に
も
、
区
の
行
政

を
知
っ
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
で
す
。

は
じ
め
は
点
字
広
報
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
か
、
視
力
障
害
者
福
祉
協
会
の

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
き
き
、
点
字
の

読
め
な
い
方
で
も
役
立
つ
も
の
を
と
、

「
声
の
お
知
ら
せ
」
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
、
企
画
室
広
報
で
こ
の

「
声
の
お
知
ら
せ
」
創
刊
号
を
準
備
中

で
す
。
(
写
真
)

発
行
日
は
毎
月
二
十
五
日
。
テ
-
プ

を
計
十
九
本
つ
く
り
、
区
内
に
あ
る
十

五
の
視
力
障
害
者
福
祉
協
会
の
支
都
や

福
祉
事
務
所
に
配
一

、
目
の
不
自
由
な

方
が
集
ま
っ
た
と
き
聞
い
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

創
刊
号
の
内
容
は
、
区
の
お
知
ら

せ
、
町
の
話
題
。
足
立
の
歴
史
。
新
聞

拾
い
読
み
(
政
冶
、
経
済
な
ど
)
。
民

謡
教
室
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
一

同
大
い
に
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

今
が
チ
ャ
ン
ス
!

ハ
エ
と
カ
の
駆
除

そ
ろ
そ
ろ
ハ
エ
と
カ
が
発
生
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
水
た
ま
り
や
、
ど

ぶ
な
ど
に
幼
虫
が
出
て
き
ま
す
。
今
の

う
ち
に
、
こ
の
有
害
な
こ
ん
虫
に
先
制

攻
撃
を
加
え
ま
し
ょ
う
。

区
で
は
、
こ
の
四
月
か
ら
、
「
こ
ん

虫
駆
除
作
業
班
」
を
く
り
出
し
て
い
ま

す
。
駆
除
班
は
。
お
も
に
不
衛
生
地
区

夲
下
水
溝
・
水
た
ま
り
な
ど
を
巡
回
腿

除
し
て
い
ま
す
が
。
み
な
さ
ん
の
近
所

で
、
佃
人
で
は
手
に
お
え
な
い
場
所
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
駆
除
班
は
九
月
三
十
日
ま
で
活

動
し
ま
す
。

ま
た
、
町
会
、
自
治
会
に
は
五
月
中

旬
ご
ろ
殺
虫
剤
を
お
配
り
す
る
予
定
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
ん
虫
畷
除
は
、
一
軒
で
行

な
っ
て
も
効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。
町

ぐ
る
み
で
行
な
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。こ

ん
虫
駆
除
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

区
役
所
保
健
衛
生
係
へ
ど
う
ぞ
。

掲

示

板

■
乾
徳
山

ハ
イ
キ
ン
グ

区
体
育
協
会
で
は
。
次
の
と
お
り

区
民
(
イ
キ
ン
グ
を
行
な
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
-
五
月
二
十
日
(
土
)
～
二

十
一
日
(
日
)
バ
ス
夜
行
日
帰
り
　

場
所
-
乾
徳
(
け
ん
と
く
)
山
　

会
費
-
二
千
円

参
加
資
格
-
十
六
纎
以
上
の
一
般

区
民
(
区
内
在
勤
・
在
学
を
含
ひ
)

お
よ
ぴ
父
兄
同
伴
の
中
学
生

申
込
み
締
切
り
-
申
込
み
順
で
定

員
百
名
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

申
込
み
先
-
会
費
を
扇
え
て
。
直

接
次
の
い
す
れ
か
へ

▽
区
教
育
委
員
会
体
育
課

▽
駒
草
山
荘
(
千
住
一
丁
目
(
八
)
　
　

八
八
一
-
二
四
九
〇

▽
マ
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
(
関
原
二
丁
目

一
六
-
二
)

八
八
七
一
八
九
一
九

※
食
糧
二
食
分
/
水
筒
/
セ
ー
タ
ー

等
の
防
寒
衣
料
/
雨
具
/
手
袋
/
懐

中
一
灯
を
持
参
。

履
物
は
、
運
動
靴
ま
た
は
キ
ャ
ラ

バ
ン
シ
ュ
ー
ズ
で
ズ
ボ
ン
を
着
用
。

■
道
路
は
広
く

使
い
ま
し
ょ
う

道
路
は
、人
や
車
の
通
行
の
た
め

で
あ
っ
て
、個
人
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、最
近
、道
路
を
商
品
や

材
料
・
看
板
な
ど
の
一

場
に
使
用
し

て
い
る
例
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。こ

れ
ら
は
、憫
発
す
る
交
通
事
故
の
原

因
と
も
な
り
ま
す
の
で
、道
路
を
広

く
使
う
た
め
、じ
や
ま
な
物
を
置
か

な
い
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、ど
う
し
て
も
道
路
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
楊
合
は
、占
用
許

可
か
必
要
で
す
の
で
、区
役
所
占
用

係
へ
申
隋
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、広
告
吻
許
可
手
数
料
、河

川
占
用
料
、道
路
占
用
料
が
変
わ
り

ま
し
た
。問
い
合
わ
せ
は
同
じ
く
区

役
所
占
用
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

商
業
統
計
調
査
は
、二
年
に
一
度

全
国
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、こ
と
し

は
そ
の
飼
査
年
で
、五
月
一
日
現
在

の
卸
、小
売
業
お
よ
ぴ
飲
食
店
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
飼
査
結
果
は
、商
業
の
発
展

や
豊
か
な
商
店
経
営
に
つ
な
が
る
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
基
礎
賢
科
と

し
て
多
方
面
に
活
用
さ
れ
る
も
の
で

す
。近

日
中
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
、

調
査
票
へ
の
記
入
を
、お
願
い
し
ま

す
が
商
店
経
営
の
み
な
さ
ん
に
は
、

こ
の
調
査
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第
四
特
定
街
路
建
設
事
務
所

三
月
三
十
日
移
転
し
ま
し
た

新
住
所
-
日
の
出
町
二
七
一
　
　
　
　

三
-
一
〇
一

八
八
八
-
四
一
九
一
(
代
)

困ったときは
民生(児童)委員に

民
生
(
児
童
)

委
員
は
、福
祉
行

政
の
協
力
機
関
で

す
。生
活
保
護
・

心
身
陣
害
者
・
老

人
や
児
童
な
ど

で
。お
困
ま
り
の

方
は
近
く
の
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。今
回
か
ら
五

回
に
わ
た
り
、昨

年
の
十
二
月
一
日

付
で
委
員
に
な
ら

れ
た
方
が
た
を
、

地
区
別
(
第
一
～

第
五
地
区
)
に
紹

介
し
ま
す
。(
敬

称
略
)

第1 地区民生委員名簿
出張所　 氏　名　　　 住　　 所　　　 電 話
常 東　榎 本 誠 二　千 住 東1- 3- 2　881- 6511
"　　高橋大造　〃　　　l 　- 27- 　8　881- 7489
"　　 松 田 輝 子　〃　　　2　- 19- 15　888- 3492
"　　吉田金子千住旭町8- 14　　881- 4780
"　　 島 田 徳 長　〃　　　41- 14　　881- 5144
"　　 竹 内 秀 郎 千住曙町32- 8　　881- 1131

"　　神山りく　柳原1　- 21- 27　　882- 0133
"　　矢崎昌訓　〃　1　- 30- 　5　　881- 3960
"　　飯島松治　〃　2　- 22- 　7　　881- 0991
"　　岡田源治　〃　2　- 26- 12　　881- 6335

"　　境野　勉　〃　2　- 34- 11　　881- 3139
"　　森山政男　〃　2　- 43- 　1　　881- 6029
"　　 葭 原 鶴 吉　日ノ出町　14- 　2　　881- 0936
"　　中畑よね　〃　　　28- 16　　882- 6347
"　　千 賀 一 民　〃　　　39- 2　　881- 3340

第3　岡田てい　千住橋戸町22　　　888- 4087
"　　 高 野 ミ ヤ　千住河原町9　　　888- 4095
"　　 清 水 ト ヨ　千住仲町51　　　　881- 2454
"　　中 里 敬 二　千住緑町1　- 18- 　6　882- 0287

"　　塚田正八　〃　　　3　-　2　-　8　881- 6386
"　　大 木 亀 一　千住官元町20- 　1　　881- 4956
"　　塚原　定　千住中居町27- 　7　　882- 2379
"　　 大 野　 保　千住竜田町8　-　5　　882- 1210
"　　 野沢久次郎　千住桜木1　-　8　- 13　888- 4181

"　　柳沢兼太郎　〃　2- 8　-　6　888- 3287
第4　山崎了昭　千住1- 6　　　　881　-　4779
"　　水野了勝　〃　2　- 11　　　　881- 2358
"　　大谷千代　〃　3　-　6　　　　881- 3877
"　　菅原澄子　〃　3　- 59　　　　881- 0815
"　　浜田さい　千住4　- 33　　　　881- 4754
"　　産根まさ　〃　4　- 87　　　　888- 0564
"　　江川と志　〃　5　- 18　　　　881- 2915
"　　前島元子　〃　5　- 79　　　　888- 1256

第5　 本 多 ま す　千住大川町43- 　6　　881- 2896
"　　檎本　翠　S　　　21- 　9　　881　-　2901
"　　大道八代　〃　　　37- 　9　　882- 3013

"　　小沢武雄　S　　　13- 5
"　　 安形千代野 千住元町14- 13　　881- 0529
"　　 大野松太郎　〃　　　23- 10　　881- 7388
"　　 小 守　 衛　〃　　　24- 　4　　881- 3047
"　　 芦 田 晃 子　千住柳町10- 　7　　881- 0137
"　　 字野きくゑ　S　　　33- 　2　　881- 2990

"　　有川三郎　〃　　　37- 　7　　881- 2591
"　　 渋谷やゑ子 千住寿町2　- 11　　881- 8677

"　　小林勇太郎　〃　　　33- 10　　881　-　2879

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
2
)

-
-
千
住
大
橋
そ
の
ニ
-
-

勝
山
準
四
郎

木
橋
時
代
の
大
橋
は
中
高
の
た
い
こ
橋
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
橋
杭
だ
け
は
さ
す
が
に
が
ん
丈
な
犬

根
が
使
用
さ
れ
た

。
今
、
千
住
四
丁
目
縁
畑
眼
科

医
院
に
こ
の
最
後
の
橋
杭
を
輪
切

り
に
し
て
作
っ
た
火
鉢
が
二
佃
秘

蔵
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
か
か
え
ほ

ど
の
大
き
さ
で
、
よ
く
見
る
と
船

頭
が
竿
で
突
き
当
て
た
傷
あ
と
が

つ
い
て
い
る
の
も
面
白
い
。
な
お

区
立
産
業
振
興
館
の
日
本
間
に
こ

の
橋
材
を
儷
っ
た
ら
ん
間
の
彫
刻

が
飾
ら
れ
て
い
る
が
案
外
知
ら
れ

て
い
な
い
。

今
日
、橋
向
う
は
荒
川
区
で
、

全
く
他
人
様
で
あ
る
が
。
江
戸
時

代
は
対
岸
の
中
村
町
。
小
塚
原
町

は
千
住
宿
の
一
都
で
、い
わ
ば
町
内
付
き
合
い
で

あ
っ
た
。そ
こ
で
。甫
千
住
天
王
様
の
お
孥
の
六

月
(
日
Q
夜
、こ
の
橋
上
に
大
綱
を
置
き
爾
北
両

方
の
町
民
が
総
出
で
綱
引
き
の
神
事
を
行
な
っ
た

の
も
そ
の
せ
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
江
戸
名
物
に
数

え
ら
れ
た
こ
の
大
綱
引
き
も
い
つ
し
か
取
り
や
め

と
な
っ
た
ら
し
く
　
、天
保
九
年
刊
の
「東
都
歳
事

記
」
に
も
綱
引
き
図
は
の
っ
て
い
る
が
「
此
行
事

近
年
な
し
」
と
紀
さ
れ

て
い
る
。

と
も
あ
れ
、昔
の
旅

人
に
と
っ
て
こ
の
橋
を

渡
る
こ
と
は
江
戸
を
去

る
第
一
歩
で
あ
り
、
ま

た
江
戸
入
り
の
第
一
歩

で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
そ
の
足
音
に
も
哀

款
の
ひ
ぴ
き
が
こ
も
っ

て
い
た
に
違
い
な
い
。

毎
年
四
月
に
な
る
と

こ
の
橋
を
通
る
人
馬
の

数
は
お
ぴ
た
だ
し
か
っ
た
。
一
つ
は
。
日
光
東
照

宮
の
例
祭
に
社
参
す
る
諸
大
名
外
の
一
行
で

あ

る
。
四
月
十
七
日
が
家
康
公
の
忌
日
で
あ
っ
た
の

で
こ
の
前
後
に
往
来
す
る
行
列
が
集
中
し
た
。
二

つ
に
は
。
こ
の
季
節
が
糖
大
名
参
勤
交
代
期
で
あ

つ
た
の
で
、
江
戸
入
り
の
殿
様
あ
り
、
帰
国
の
殿

あ
り
で
。
こ
の
橋
を
通
る
諸
侯
は
東
北
常
総
六
十

四
家
と
あ
る
か
ら
、
日
光
社
参
と
か
ら
ん
で
千
住

宿
が
ご
っ
た
が
え
し
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
大
名
の
中
で
仙
き
伊
達
様
の
行
列
に
限

っ
て
鉄
砲
五
十
挺
(
ち
f
つ
)
切
火
縄
(
火
付
)

の
持
あ
る
き
が
昨
さ
れ
て
い
た
。
あ
れ
ほ
ど
鉄
砲

取
締
り
の
う
る
さ
か
っ
た
幕
府
か
、
な
ぜ
伊
達
家

に
だ
け
許
可
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て

帰
国
の
際
こ
の
大
橋
の
上
で
筒
払
い
と
称
し
て
一

斉
に
五
十
発
の
空
砲
兮
つ
つ
の
か
例
で
あ
っ
た
と

い
う
。
当
時
の
町
民
に
と
っ
て
は
こ
の
簡
音
か
仙

台
様
お
帰
り
の
合
図
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「お
い
と
ま
に
千
住
の
耳
を
驚
ろ
か
し
」
『
伊
達

な
旅
立
御
江
戸
を
出
る
と
づ
ど
ん
』
「立
つ
時
に

雀
大
き
な
羽
音
さ
せ
」(
伊
達
家
の
紋
章
は
竹
に

雀
)
な
ど
の
川
柳
は
そ
れ
を
詠
ん
で
い
る
。

慶
応
四
年
四
月
十
一
日
の
未
明
黒
木
綿
の
羽
織

に
小
倉
袴
(
は
か
ま
)
の
旅
姿
で
わ
ず
か
の
供
廻

り
を
つ
れ
て
こ
の
橋
を
渡
っ
た
の
が
最
後
の
将
軍

徳
川
慶
喜
公
で
あ
る
。上
野
大
慈
院
の
一
室
か
ら

水
戸
を
さ
し
て
の
謹
慎
の
旅
で
あ
っ
た
。そ
し
て

そ
の
後
を
迫
う
よ
う
に
明
治
夜
明
け
の
風
が
ふ
き

流
れ
た
の
で
あ
る
。(
こ
の
項
つ
づ
く
)

訂
正
　
前
号
「伽
嘱
」は
「伽
羅
」の
誤
植
で

し
た
。(
広
報
担
当
)

- - 木橋時代の橋脚杭- -

■ 毎月1 日は都民防火の日　みんなで火の元を点検しましょう K　200, 000


